
サイバー保険付き脆弱性診断

日本国内の情報漏洩のうち48%※が

サプライチェーン由来であることをご存じですか？

経済産業省は2026年度より

「セキュリティ対策評価制度」を導入します

セキュリティ対策評価制度

ってどんなもの？ 簡単に言うとセキュリティ格付け制度で

取引を左右する信頼の基準になるものよ

脆弱性診断で得られるの3つのメリット

情報漏洩

リスクの低下

事業継続性

の確保

取引先からの

信頼向上

攻撃 侵入

セキュリティ対策が不十分な関連企業

取引先グループ会社 インフラ事業者 企業攻撃者

※出典：SecurityScorecard(世界のサードパーティ サイバーセキュリティ侵害に関するレポート)

セキュリティ対策は現状の可視化が第一歩

そのためにも脆弱性診断を実施しましょう

セキュリティ対策している企業が

取引先として選ばれる時代に



サイバー保険（支払限度額：1,000万円）を無償で自動付帯

高い品質・培ったスキルによる診断実績

充実したセキュリティ対策フォロー（再診断含む）

わかりやすい診断報告書

価格の目安

サイバー保険付き脆弱性診断で新たなリスクにも備える
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診断メニュー

対策された範囲

▲

脆弱性診断（1年目）

▲

脆弱性診断（2年目）

対策

対策

新たなリスク

新たなリスク

対策された範囲

サービスの特長

新たなリスクはサイバー保険で

リスクファイナンス

脆弱性診断で既知の

脆弱性検出と対策フォロー

※ サイバー保険は全ての診断メニューを対象に、ご契約金額の総額が80万円以上（税抜）の場合に
無償で自動付帯されます （ただし、キャンペーン期間は除く)

サイバー保険付き脆弱性診断
の詳しい内容はこちら

サイバー保険に関する
条件事項説明はこちら

サイバー保険に関するお問い合わせ

cw_z-shindan@ki-ra-ra.jp

サイバー保険付き脆弱性診断に関するお申込み／お問い合わせ

https://www.nttcom.co.jp/dscb/diagnosis/

※金額の詳細は、診断対象システムのヒアリング結果を踏まえ

   お見積りにてご案内いたします

・ Webアプリ診断

・ スマホアプリ診断

・ ネットワーク診断

・ サーバ構成診断

： 約40万円～

： 約９５万円～

： 約５5万円～

： 約60万円～

Webアプリ診断 サーバ構成診断スマホアプリ診断 ネットワーク診断 ペネトレーションテスト

https://www.nttcom.co.jp/dscb/diagnosis/
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